
感染症情報 ８月５日～１１日

④ヘルパンギーナ

②感染性胃腸炎

⑤ＲＳウイルス感染症

４９４例（堺市 

１５１例（堺市 １０例）
１４０例（堺市 １１例）

報告数による順位。前週比２３．６％減の２，１１７件であった。手
足口病が府下で２９％減、堺市で前週１００例→今回１０５例であっ
た。大阪府の定点当たりは６．０８→４．３４、堺市は５．２６→５．５３
であった。感染性胃腸炎が府下で前週から１６％減、堺市で前週
３１例→今回４６例。溶連菌感染症が府下で１４％減、堺市で前週
６１例→今回４３例。ヘルパンギーナが府下で３５％減、堺市で１３
例→１０例であった。ＲＳウイルス感染症が府下で３０％減、堺市で
前週２４例→今回１１例であった。
基幹定点だけ報告するマイコプラズマ肺炎が大阪府で７０例→
６７例はほぼ横ばい。堺市で１８例→１７例であった。
インフルエンザが府下で前週１３９例→今回８１例で４２％減で
あった。堺市で前週１７例→今回８例であった。

４６例）
③溶連菌感染症 ３０６例（堺市 ４３例）

１０５例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①手足口病 ８５５例（堺市

８１例（堺市インフルエンザ ８例）

府下３０６医療機関（堺市２９）から

２，３２９例（堺市新型コロナウイルス感染症 ３９８例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
３，９２４例→今回２，３２９例で４１％の大幅減、定点当たり１２．８２
→７．６１。堺市で前週５２９例→今回３９８例は２５％減、定点当たり
１８．２４→１３．７２で、大阪府のブロック別で３週連続ワーストで
あった。

大阪府定点 ７．６１ 堺市定点 １３．７２

麻疹や風疹の報告なし。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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